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　　　　　　　　Observat1ons　of　C伽o肋α伽∫炉α1τ5R　Brown

　　　　　　　　は　じ　め　に

　高等檀物に対し寄生生活を行う顕花植物のうちで，マ

メダオシ（C〃∫6肋αα〃5炉αZ｛∫R．Brown＝α30加θ刎θ

Mlakmo），不ナ：ノカスラ　（C／砂o〃καCh01sy），ハマ

不ナソヵスラ（C　oん伽伽z∫Lamark）などは古くから
　　　　　　　　　　1－7）
その発生が知られているが，近年牧草の種子に混って海

外から侵入することも多く，ダイズなどの農作物に大害

を与えることが知られている．しかし，その生態や感受

体の病態生理などについてはあまりわかっていないの

で，マメダオシについて二・三の観察を行った．

　　　　　　　　実験結果と考察

I．マメダオシの花・果実・種子

　マメダオシは，夏から秋にかけてその糸状の蔓に小さ

い白い花を集団状に生じ結実する（第1図，第2図）．

　第2図に示すように，数個密生した花の花弁は5枚，花

冠は約2mm，薯片は薄膜質で花冠の％～％位，菊は5

本，柱頭は2本認められる．果実の中には4個の種子が

認められるが，2～3個の種子が成熟する場合もある．

種子は広倒卵形で表面はなめらかで黄白色を呈し，直径

約15mmでその申に臼色で螺旋形の胚が認められる．
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第1図 アレチノギクに寄生したマメダオシの花

※　　　檀物病学研究室

※※　　本論文の一部は，昭和49年度日本檀物病理学会大会・昭和50年

　　　度目本檀物学会申国支部大会において，それぞれ口頭発表され

　　　た．
※※※　旧姓　中尾
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第2図マメダオシ
　C伽α4肱α狐炉α1｛∫R．Brown

　　A：リウゼツサイにまきついたマメダオシ
　　B，C：マメダオシの花
　　D：マメダオシの花と茎の先端
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第3図　マメダオシ幼根部の根毛様突起

　　　　　根部に側根はない　（×27）
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第4図 アカツメクサに寄生したマメダオシ

発芽した根端部を検鏡すると，根毛は認められず，細胞

の歪曲したものが観察され，根冠はなかった（第3図）．

1I．マメダオシ種子の発芽と高等植物への着生

　蒸留水を含ませたろ紙をおいたシャーレ（径9Cm）

にマメダオシ種子を播き，22㌧35oCで処理し，3～5cm

位に発育させると根端部から枯れ初めるが，茎の上部は

生長を続け，3週間は生存する．他の植物に巻きついて

吸根を形成すると，吸根より下部は枯死する．マメダオ

シは蔓性の植物で黄色糸状の茎が高等植物にからみつい

てその先端が盛んに生長し相手の高等植物の茎や葉柄を

折り曲げ生育を害する．アカツメクサやリュウゼツサイ

にマメダオシが着生した状態を第4図，第5図に示す．

　ササゲ（黒種三尺）の種子とマメダオシの種子を直径

12cmの植木鉢に播種し，1・3・6週間後にマメタオ

シの巻きついたササゲの茎（第6図）の縦断，横断切庁

を作り，0．1％コットンブルー溶液で染色し光学顕微鏡

（01ympus　Vanox）で検鏡した（第7図，第8図）．

　播種7日後マメダオシはササゲに巻きつき始めた．マ

メタオソの吸根は5mmの間隔に多い場合は5～6個

形成された．吸根の組織には螺旋状の導管が認められ吸

根の末端部はササゲの組織と区別がつきにくい．マメダ

オシの茎の組織にはヨード・ヨードカリで染色される穎

粒が認められるが，これはでん粉粒と考えられた（第9

図）．

　マメダオシの吸根がササゲに寄生している状態を調べ

るために，螢光色素ウラニン（F1uoresceinsodium，

Uranme　C。。H1．0．Na。：376，半井化学）00001％溶液

中にマメダオシの巻きついたササゲの茎を浸し，ウラニ

ン溶液を吸収させ24時間後縦断切片を作り，螢光色素の

分布状態を螢光顕微鏡（01ympus　HLS7フィルター

第5図 リウゼツサイに寄生したマメダオシ

第6図 ササゲに寄生したマメダオシ

マメダ才シ種子を播種して6週間後の状態

DV－1）で観察した（第10図）．

　第10図に示すように，ササゲの組織に挿入した吸根組

織にウラニンによる螢光が観察されたので，マメダオシ

は肴生レたササゲから蚕分を吸収すると考えられる，
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第7図 ササゲの茎組織内に挿入されたマメダ

オシの吸根　（×60）

第8図 ササゲ’茎組織に挿入されたマメダオシ

の吸根　（×30）

第9図 マメダオシ茎組織中の穎粒

ヨード・ヨードカリ溶液に反応するので殿粉粒で

あろう．　（×30）

皿　マメダオシ種子発芽におよぽす種々の要因

　1　マメダオシ種子発芽と光との関係

　シャーレ中に蒸留水を浸したろ紙を置き，30粒ずつマ

第9号

第10図　マメダオシ吸根の螢光反応

　　　　マメダオシが寄生したササゲにウラニン溶液を

　　　　吸収させ，検鏡した．（×100）

　　　　∬寄主，択吸根の組織

メダオシ種子を播種し，明区は3，200ルックス25oCのグ

ロースキャビネット（日本医化KK，LDH－100），暗

区は照明のない25℃の定温器に10日間放置し，その発

芽を調べた．第1表に示すように，実験の範囲内では明

区と暗区との間に差異を認めなかった．

　2．マメダオシ種子発芽と温度との関係

　蒸留水を浸したろ紙を置いたシャーレ中にマメダオシ

種子を播種し，15，22，25，28，30，35，40oCの定温

器で処理し，10日後その発芽率を調べた（第2表）．

　第2表で示すように，15oCでは発芽せず，25～28．C

で発芽率は高くなり，35．Cでは発芽率は低下し，40◎C

では全く発芽が認められなかった．

　3．マメダオシ種子成熟度と発芽との関係

　色調により，マメダオシ種子を淡黄色・黄色・褐色の

三区に分けた．この中で褐色のものを成熟度の進んだも

のと考えた．各区30粒ずつを蒸留水を浸したろ紙を置い

たシャーレに播種し，10日後その発芽率を調べた．第3

表に示すように，褐色区が最も発芽率が高いので，成熟

度の高いものが発芽良好と考えられた．

　4　マメダオシ種子発芽におよぽす各種植物種子混播

　　　の影響

　マメダオシ種子とホウレンソウ（若草），ダイコン

（聖護院大根），キュウリ（四葉），エンドウ（白龍），

イノゲノ　（つる有穂局菜豆），ササゲ（黒種三尺）など

各種植物種子を30粒ずつ混合播種し，マメダオシ種子発

芽が影響されるかどうかを調べた．第4表に示すよう

に，ホウレンソウ混合播種は対照区と同程度の発芽を示

したが，エンドウ種子混合播種区では，マメダオシ種子

発芽を抑制レた，
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マメダオシ種子発芽と光との関係

日数

12345678910
OO02477888
O002779999N　B．25oC，30粒

明：3200ルックス，グロースキャビネット

第2表 マメダオシ種子発芽と温度との関係

日数
区

1・・・・・・・・…

15．C OO0000000022 OO0235991215
25 OO02479131315
28 O00241012121216
35 000022333340 0000000000■

N．B．30粒

第3表　マメダオシ種子の熟度と発芽

日数

淡　黄　色

黄　　　　色

褐　　　　色

12345678910
O012223446
OO01222334
O0489911121515

N．B．25oC，30粒

第4表 マメダオシ種子発芽に及ぼす各種

檀物種子の影響

日数
檀物 12345678910
ホウレンソウ O003356699ダイコン OOO1244445キュウリ 0000000022
エンドウ OOO0111111インゲン 0001345557サ サ　ゲ OOO0111134対 照区 O　　O　　O　　0　　3　　3　　7　　7　1010

N．B．25◎C，30粒

檀物

第5表 マメダオシ種子発芽に及ぼす各種

檀物種子磨砕液の影響

日数

ホウレンソウ

サ　　サ　　ゲ

エ　ン　ド　ウ

12345678910
0002245557
OOOO111333
0001137888X　B．25oC，30粒
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第6表発芽したマメダオシ種子に対する

　　　　各種除草剤の影響

供試除草剤 処理数窺変鍵譲茎㌣騎

3，4，＿D1ch1oroprop1on－
　　　　　　　　　　　　48a1m11de　　　（スタム）

2＿〔1＿cyc1ohexeny1〕cy＿
c1ohexane（クラサイド）　51

1sopropy1一〃z－ch1orocar－
ban11ate　　　　　　　　　　　　　48

　　　（クロロIPC）
α，α，α，一trif1uoro－2，6一

d．m1tro　N，N，一d．1propy1－　50

ρ一to1u1d1ne
　　（トレファノサイド）

蒸　　　　留　　　　水　49

N．B．処理薬剤濃度はO．5％

45　　　39　　　1．3－2．1

49　　　　30　　　1．5－2．8

48　　　　0　　　　　0－0．9

0412．3－3．2

0462．5－3．9

　5　マメダオシ種子発芽におよぽす各種植物種子磨砕

　　　液の影響

　ホウレンソウ，ササゲ，エンドウ種子を5倍容の蒸留

水と共に乳鉢で磨砕し，ガーゼでろ過した汁液の申にマ

メダオシ種子を30粒ずつ播種，25oCにおいて10日後そ

の発芽率を調べた。第5表に示すように，ササゲ種子磨

砕汁液区での，マメダオシ種子発芽に若干阻止されたよ

うであるがなお検討を要する．

　6　マメダオシ種子発芽におよぽす各種薬剤の影響

　各種除草剤によるマメダオシ種子発芽阻止を調べた．

供試薬剤は，スタム（3，4－d－1ch1oroprop1onan111de），

クラサイト　（2一［1－cyc1ohexeny1］cyc1ohexanone），

トレファノサイド（α，α，α，一tr1f1uoro－2，6－d1mtro，N，

N，一d1propy1一ρ一t1u1dme），　クロロIPC（1sopropy1一

炸ch1orocarbam1ate）である．対照区は蒸留水を用い

た．第6表に示すように，スタム，グラサイド，クロロ

I　PCではマメダオシ根端褐変が認められ，クロロI　P

Cではマメダオシ茎緑化が阻止され，クロロI　PCとス

タムとではマメダオシ茎の生長抑制が認められたが，と

くにクロロI　P　Cにおいてその阻害度が大であった．

　マメダオシが高等植物にどのようにして侵入するかに

ついては，幼茎が伸長して糸状をなしその頂部が自転運

動をし接触した高等檀物の表皮で膨大して初生吸根を生

じこれより固有の吸根を寄主組織に挿入したり、粘質物

質（muc11agmous　secret1on）や酵素分泌についても考

えられているが，実験的証明はない．マメダオシが高等

植物からどのように栄養を受けるかについては，マメダ

オソの導管部と寄主植物の導管部，マメタオシの箭管部

と寄主檀物の飾管部とが接触し，生物的な結びつきをす
4
）

るのであるが，筆者らの行ったウラニンの実験はこれを
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肯定するものであろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5），6）
　マメダオシ種子は着生植物がある場合，4－5週間あ
　　　　　　　1）
るいは6－8週間生きるといわれるが，筆者らの実験で

は水のみを与えたものでも1ケ月生存が認められた．

　各種除草剤のマメダオシ種子発芽におよぼす実験で

は，クロロI　PC，スタム等の効果が若干認められた

が，実用的に使用できるか否かについてはなお今後の検

討を要する。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　アカツメクサ，ダイズ，ササゲ，リュウゼツサイなど

の高等檀物に着生して害を与えるマメダオシについて二

・三の観察を行った．

　ろ紙上に播種したマメダオ・シは，3～5cmに生長する

と根端から枯れ初める，また，高等檀物に巻きついたマ

メダオシは吸根着生部より下部は枯れる．マメダオシ組

織内にヨード・ヨードカリで染色される穎粒が認められ

る．螢光色素ウラニノ00001％溶液中に，マメタオソの

からみついたササゲ茎を浸して作製した横断切片を螢光

顕微鏡により調べたところ，マメダ才シは着生した檀物

から養分を吸収していることが推定された．実験の範囲

内では，明暗によるマメダオシ種子発芽の差異は認めら

れなかった．25～28◎Cでマメダオシの種子発芽は良好

であり，また成熟度の進んだ種子の方が未熟のものより

も発芽は良好であった。ダイコン，キュウリ，エンド

ウ，インゲン、ササゲ，ホウレンソウ等各種檀物種子を

マメダオシ種子と混播したが，エンドウ種子混播区では

発芽がやや阻止された。また，ササゲ種子磨砕汁液申に

マメダオシ種子を播いたものでは，その発芽が若干おさ

えられた．各種除草剤のマメタオソ種子発芽に対する影

響を調べたが，スタム，グラサイド，クロロI　PCでは

根端褐変，クロロI　PCでは茎緑化阻止と茎生長阻害が

認められた。
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S胆㎜醐ry

　0ptmum　temperature　of　seed－gem1nat1on　of　C〃3α伽α減閉Zz5R　Brown11es　at25－28oC

Matured　C1鮒肋seeds　gemmate　better　than1mmatured　ones　W1th1n　the1m1t　of
exper1ments，出ere　was　no　re1at1o＝皿on　the　germ1nab111ty　between　the　dark　and11ght

p1ots　C蝸o肋αseeds　gemユ1nated　on　the　f11ter　paper　w1th　water1n　Petr1d1shes　can

grow　unt113－5cm　of　the　ste皿1ength　After　p1ac1ng　the　sucker　of　Cα鮒rαZz30n

Wg伽ω肋ηg，ste血of　Wg刎d．1es　und－er　the　sucker　p1ac1ng　p01nt　Ger＝m1nat1ng　of

the　combmed　sow1ng　of　seed－s　of　C伽5炉αZz5w1th　the　seed．s　of　P舳ηz30肋〃刎L　var

α㈹6肋56P01rand皿acerated－seed〕u1ceofVω加α刀gattackedbyCα鮒炉αZz∫after

p1acmg　the　p1ant　cutt1ng　on00001％so1ut1on　of　Uranme（F1uorescem　sod1um）for24

hours，under　f1uorescent　In1croscope，0　α〃3炉α1z3　seeI皿ed　to　absorb　the　nutr1ents　fronユ

the　host　p1ants　Effect　of　som－e　herbic1des　on　the　seed．ger血1nat1on　of　C　α鮒閉Zz∫was

exammed。．Sta皿（3，4－d1ch1oro－Propionan111d－e），Grac1de（2一［1－cyc1ohexeny1トcyc1ohexa－

mne），and　Ch1oro＿皿℃（1sopropyト刎＿ch1orocarban11ate）showed－the　brownmg　of　the　root

t1p　Ch1oro－IPC　showed　the1nh1b1t1on　of　stem　green1ng　Ch1oro－IPC　and．Stam　showed

the　mh1b1t1on　of　stem　growth　of　Cα鮒rα1z3


